
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
九
九
五
）

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較

│
主
成
分
分
析
に
よ
る
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
日
米
独
比
較

│

太　
　

田　
　

和　
　

男

1
．
研
究
の
経
緯
・
問
題
意
識
・
研
究
方
法

本
稿
は
、
太
田
、
那
須
、
千
葉
、
渡
辺
が
平
成
二
三
年
度
よ
り
実
施
し
て
き
た
科
研
費
「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成

に
及
ぼ
す
効
果
」
の
研
究
成
果
発
表
の
一
環
で
あ
る
（
1
）

。
日
米
独
の
三
か
国
の
観
光
系
学
生
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

二
〇
一
一
年
に
調
査
を
開
始
し
、
研
究
し
て
き
た
成
果
と
し
て
の
我
々
の
仮
説
と
そ
の
統
合
解
釈
の
妥
当
性
を
、
多
変
量
解
析
に
よ
り
裏

づ
け
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
以
来
の
観
光
系
学
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
お
よ
び
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
分

析
・
研
究
は
、
太
田
（
二
〇
一
四
、二
〇
一
五
）
に
詳
し
い
（
2
）

。

我
々
の
科
研
費
課
題
に
関
す
る
研
究
方
法
は
、
日
米
独
の
観
光
系
学
部
、
観
光
系
学
生
、
観
光
系
企
業
の
三
者
に
つ
い
て
、
①
大
学
の

論　

説

七
一
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経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
九
六
）

観
光
系
学
部
訪
問
に
よ
る
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
②
ホ
テ
ル
な
ど
観
光
系
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

及
び
、
③
観
光
系
学
生
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
④
こ
れ
等
の
調
査
結
果
の
分
析
結
果
を
先
行
研
究
と
統
合
し
、
仮
説

の
妥
当
性
を
検
証
し
、
理
論
を
再
統
合
す
る
も
の
で
あ
る
。
⑤
こ
の
最
終
段
階
で
の
検
証
と
理
論
の
再
統
合
に
は
、
多
変
量
解
析
を
採
用

す
る
。
本
稿
の
研
究
方
法
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
過
程
の
う
ち
③
と
⑤
に
該
当
す
る
（
3
）

。

1-

1
．
日
米
独
三
か
国
の
観
光
系
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
群
の
有
意
差
等
の
検
定

日
米
独
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
以
後
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
に
つ
い
て
は
「
イ
ン
タ
ー
ン
」、
ま
た
は
「
実
習
」
の
語
に
よ
り
適
宜
代
用

す
る
）
研
究
用
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
票
に
関
し
て
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
間
の
有
意
性
の
有
無
を
χ
二
乗
検
定
に
よ
り
ま
ず
、
明
ら
か
に

す
る
。
ま
た
、
学
生
母
集
団
と
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
相
関
度
を
ク
ラ
メ
ー
ル
の
連
関
計
数
に
よ
り
検
証
す
る
。

次
に
、
主
成
分
分
析
を
実
施
す
る
。
表
1
で
左
端
に
示
す
通
り
、
母
集
団
と
し
て
の
学
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
は
、
日
本
二
〇
件
、

米
国
二
九
件
、
独
逸
八
件
の
合
計
五
七
件
で
あ
る
。
調
査
項
目
は
、
表
に
見
る
通
り
、
①
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
期
間
、
②
実
習
業
務
、
③

実
習
の
質
、
④
報
酬
支
払
い
の
有
無
、
⑤
実
習
先
選
択
の
理
由
、
⑥
実
習
目
的
の
合
計
二
八
項
目
か
ら
な
る
。

1-

2
．
母
集
団
独
立
性
の
検
定
及
び
母
集
団
・
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に
つ
い
て
の
相
関
性

先
ず
、
母
集
団
五
七
件
・
二
八
項
目
に
つ
い
て
、
χ
二
乗
検
定
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
有
意
性
五
％
基
準
で
、
Ｐ
値
は
〇
・
〇
〇
〇
で

あ
る
か
ら
観
光
系
学
生
の
日
米
独
の
3
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
は
、
有
意
な
差
が
あ
る
と
い
え
る
。

次
に
、
ク
ラ
メ
ー
ル
の
連
関
係
数
は
、
本
検
定
で
は
〇
・
六
五
五
と
な
っ
て
お
り
、
母
集
団
学
生
の
所
属
国
で
あ
る
日
米
独
グ
ル
ー
プ

と
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に
は
、
一
般
的
に
見
て
関
連
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

七
二



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
九
九
七
）

表 1　多変量の内容（アンケート調査票の質問項目）

実習期間 2週間─ 1か月以内、 1か月超─ 3か月以内、 3か月超

実 習 業 務

経営企画広報人事

経理財務＊

営業

料飲調理

フロント接客サービス

客室

その他実習業務

実 習 の 質

社員と同じ業務

補助業務

アルバイト・パートと同じ業務

見学・追従業務

業務とは別に課題

社員の業務に同行

報　　　酬

手当・賃金

交通費

食費・飲食物

報酬なし

実習先選択
の理由

就職希望業種職種

専攻関連業種職種

就職選考に無関係

必修

実 習 目 的

実習先への就職に有利

観光・ホテル業界に有利

就職全般に有利（必修）

目標の明確化・動機づけ

学業への動機づけ

働く意義の実感

（注）1  ．観光インターン修了者を対象に実施したアンケート調査である。米国
でのアンケートは、2012年に、①University of Houston,Conrad-N,Hilton　
College and Restaurant Management, ② University of Central Florida, 
Rosen College of Hospitality　の学生を対象に実施した。

　　 2  ．独逸については2014年に、主にホテルへの学卒就職者を対象に実施した。
　　 3  ．日本については、2014年に、文系大学 2校の観光インターンシップ修

了学生を対象に実施した。
　　 4  ．＊「経理財務」はここでは「金融財務」と同意語として使用する。
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
九
九
八
）

2
．
主
成
分
負
荷
量
と
要
因

2-
1
．
主
成
分
1
の
負
荷
量
と
そ
の
要
因

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
票
か
ら
主
成
分
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
主
成
分
1
と
主
成
分
2
が
抽
出
で
き
た
。
こ
こ

で
、
主
成
分
1
を
、「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
度
を
表
わ
す
要
素
と
し
、
主
成
分
2
を
「
就
業
体
験
（
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
）
志
向
」
度

を
表
わ
す
要
因
と
し
て
、
大
き
く
分
類
す
る
（
4
）

。

（
1
）　
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
型
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
プ
ラ
ス
寄
与
度
の
高
い
因
子

主
成
分
1
に
お
い
て
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
中
の
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
を
示
す
度
合
い
が
最
も
高
い
因
子
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
が

「
必
修
」
科
目
で
あ
る
こ
と
と
読
み
取
れ
る
。
以
下
順
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
「
期
間
」、
実
習
時
の
業
務
が
「
経
理
財
務
」、「
経
営
企
画
広

報
人
事
」、
イ
ン
タ
ー
ン
に
対
す
る
「
手
当
・
賃
金
」
の
支
給
、
イ
ン
タ
ー
ン
業
務
の
「
営
業
」、「
社
員
の
業
務
に
同
行
」、「
観
光
ホ
テ

ル
業
界
へ
の
就
職
に
有
利
」
な
ど
が
プ
ラ
ス
の
負
荷
量
と
続
く
（
図
1
）。
こ
れ
ら
は
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
に
よ
り
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
修
得
上
必
須
の
要
素
で
あ
り
、
観
光
企
業
に
就
職
後
に
即
下
級
管
理
職
と
し
て
活
動
す
る
た
め
の
知
識
・
技
術
と
し
て
、

キ
ャ
リ
ア
開
発
上
、
重
要
な
役
割
を
担
う
因
子
と
い
え
る
。

「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
型
イ
ン
タ
ー
ン
の
特
徴
は
、
先
ず
も
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
が
「
必
修
」
か
つ
実
習
「
期
間
」
が
長
期
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
次
い
で
、
実
習
業
務
に
お
い
て
は
、「
経
理
財
務
」、「
経
営
企
画
広
報
人
事
」
な
ど
ま
さ
に
経
営
管
理
業
務
を
実
習
・
習

得
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
実
習
を
評
価
す
る
「
手
当
・
賃
金
」
の
支
給
も
欧
米
で
は
多
く
の
場
合
実
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
（
図
2
）。

七
四



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
九
九
九
）

図 1　主成分 1：「キャリア開発志向」を示す因子別負荷量

（注） 　「なし」は「報酬なし」、「その他」は、「その他実習業務」の意味。図 6

も同じ意味。

図 2　観光インターンへの手当・賃金支給
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
〇
〇
）

「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
の
実
習
生
は
、
業
務
遂
行
能
力
も
責
任
度
合
い
も
高
い
の
で
、
そ
の
実
習
に
よ
る
企
業
活
動
へ
の
貢
献
に
見

合
う
報
酬
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
欧
米
の
観
光
系
学
生
は
、
就
職
後
、
即
当
面
の
下
級
管
理
職
と
し
て
活
動
し
つ
つ
、
さ
ら
に
将

来
の
中
堅
・
上
級
幹
部
候
補
生
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
目
指
す
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
就
職
後
、
ホ
ス

ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
者
と
し
て
の
即
戦
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
長
期
の
イ
ン
タ
ー
ン
「
期
間
」
が
「
必
修
」
と

さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
3
）。
顧
客
と
の
直
接
コ
ン
タ
ク
ト
が
多
い
観
光
業
界
に
お
い
て
は
、
実
習
「
期
間
」
が
少
な
く
と
も

二
〜
三
か
月
な
け
れ
ば
、
即
戦
力
た
り
え
な
い
と
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
、
二
〇
一
五
年
に
太
田
は
観
光
イ
ン
タ
ー

ン
に
お
け
る
実
習
の
量
的
側
面
か
ら
の
必
要
性
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
（
5
）

。

同
時
に
、
欧
米
に
お
い
て
は
、
就
職
後
た
だ
ち
に
下
級
経
営
管
理
者
と
し
て
機
能
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
時
に
経

営
管
理
に
必
要
な
「
経
理
財
務
」、「
経
営
企
画
広
報
人
事
」
業
務
と
い
う
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
必
要
な
経
営
・
財
務
管

理
業
務
に
お
け
る
実
践
業
務
の
実
習
が
要
請
さ
れ
て
い
る
（
図
4
）。
こ
れ
は
、
原　

忠
之
（
二
〇
〇
八
）
が
主
張
し
、
わ
が
国
観
光
庁
な

ど
が
広
く
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
欧
米
の
観
光
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
、
経
営
管
理
に
必
要
な
「
経
理
財
務
」、「
経
営
企
画
広
報

人
事
」
に
関
す
る
専
門
科
目
が
座
学
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
符
合
す
る
（
6
）

。

次
に
、
負
荷
量
が
高
い
因
子
に
つ
い
て
、
日
米
独
に
つ
い
て
相
違
を
概
観
す
る
。

キ
ャ
リ
ア
開
発
度
へ
の
負
荷
量
が
最
も
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
の
「
必
修
」
の
原
デ
ー
タ
を
見
る
と
、
独
米
観
光
系
学
生
は
一
〇
〇
％

と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
本
調
査
の
デ
ー
タ
の
範
囲
で
は
す
べ
て
「
選
択
」
で
あ
り
必
修
は
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
る
。

次
に
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
へ
の
負
荷
量
が
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
「
期
間
」
の
原
デ
ー
タ
を
見
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。

「
期
間
」
三
か
月
超
の
長
期
実
習
は
、
独
逸
が
七
五
％
と
最
も
高
く
、
米
国
「
四
一
％
」、
わ
が
国
は
本
調
査
で
は
ゼ
ロ
で
あ
る
（
図
3
参
照
）。
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
〇
〇
一
）

「
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
へ
の
負

荷
量
が
高
い
の
は
、
実
習
業

務
の
「
経
理
財
務
（
金
融
財
務

と
同
義
）」、「
経
営
企
画
広
報

人
事
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
二

つ
の
因
子
の
原
デ
ー
タ
で
あ

る
実
習
業
務
全
体
に
占
め
る

構
成
比
を
各
国
に
つ
い
て
比

較
す
る
と
、
わ
が
国
は
い
ず

れ
も
ゼ
ロ
近
辺
で
あ
り
、
そ

の
特
異
性
が
際
立
っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
（
図
4
）。
一

方
、
独
逸
は
こ
れ
ら
「
経
理

財
務
（
金
融
財
務
）」、「
経
営

企
画
広
報
人
事
」
の
比
率
は
、

わ
が
国
と
は
対
照
的
に
き
わ

め
て
高
い
こ
と
が
注
目
さ
れ

図 3  　観光インターンの期間の国際比較

図 4　観光インターンの実習業務

（注）　金融財務は経理財務と同義として使用
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
〇
二
）

る
。
す
な
わ
ち
、「
経
理
財
務
（
金
融
財
務
）」
実
習
経
験
で
は
、
独
逸
は
六
割
を
超
え
、
わ
が
国
の
ゼ
ロ
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
（
図
4
）。

さ
ら
に
、「
経
営
企
画
広
報
人
事
」
で
は
、
独
逸
は
九
割
弱
に
達
し
、
米
国
の
二
割
弱
、
わ
が
国
の
五
％
弱
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
（
7
）

。

な
お
、
こ
こ
で
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
太
田
が
二
〇
一
五
年
に
『
政
経
研
究
』
第
五
一
巻
第
四
号
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る

「
暗
黙
知
（
8
）

」
志
向
度
を
判
断
す
る
指
標
に
よ
る
日
米
独
比
較
で
、
先
験
的
に
仮
説
的
に
指
摘
し
た
第
一
位
か
ら
第
四
位
ま
で
の
因
子
の
記

述
順
序
通
り
に
、
主
成
分
1
の
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
型
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
プ
ラ
ス
寄
与
度
が
並
ん
で
検
出
さ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。

こ
れ
は
、『
政
経
研
究
』
第
五
一
巻
第
四
号
に
お
け
る
研
究
の
研
究
方
法
と
そ
の
成
果
が
、
定
量
研
究
に
よ
り
裏
打
ち
さ
れ
、
す
ぐ
れ
て

妥
当
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
9
）

。
繰
り
返
す
が
、『
政
経
研
究
』
第
五
一
巻
第
四
号
で
、
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る
「
暗
黙
知
」
機

能
の
重
視
度
を
判
断
す
る
た
め
導
入
さ
れ
た
日
米
独
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
各
種
指
標
に
よ
る
量
的
・
質
的
な
面
か
ら
の
研
究
分
析
は
、

そ
の
科
学
性
・
客
観
性
が
一
応
立
証
さ
れ
た
画
期
的
な
方
法
と
そ
の
成
果
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
2
）　

主
成
分
1
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
型
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
マ
イ
ナ
ス
寄
与
度
の
高
い
要
因
項
目

さ
て
、
図
1
に
よ
れ
ば
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
中
の
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
を
示
す
度
合
い
が
最
も
低
い
因
子
と
し
て
は
、
実
習
業
務

と
し
て
「
補
助
業
務
」
に
割
り
当
て
ら
れ
た
場
合
で
、
次
い
で
イ
ン
タ
ー
ン
効
果
と
し
て
の
「
目
標
の
明
確
化
・
動
機
づ
け
」
と
な
っ
て

い
る
。
以
下
、「
働
く
意
義
の
実
感
」、
イ
ン
タ
ー
ン
の
報
酬
な
ど
の
支
給
「
な
し
」、
実
習
業
務
と
し
て
の
「
客
室
」
担
当
、
イ
ン
タ
ー

ン
報
酬
時
の
「
食
費
・
飲
食
物
」
支
給
、
実
習
業
務
に
お
け
る
「
料
飲
調
理
」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

日
米
独
観
光
系
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
業
務
が
「
補
助
業
務
」
に
割
り
当
て
ら
れ
た
度
合
い
を
原
デ
ー
タ
で
見
る
と
、
日
本
は
九
〇
％
と
、

独
逸
四
三
％
、
米
国
三
五
％
を
圧
倒
的
に
上
回
っ
て
お
り
、
い
か
に
日
本
の
イ
ン
タ
ー
ン
の
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
度
」
が
乏
し
い
か
を

示
し
て
い
る
（
図
5
（
10
）

）。

七
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
〇
〇
三
）

図 5　観光インターンの業務と責任

図 6　主成分 2：「就業体験志向」を示す因子別負荷量

（注）　「なし」は「報酬なし」の意味である。
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
〇
四
）

2-

2
．
主
成
分
2
：「
就
業
体
験
志
向
」
度
を
示
す
項
目
別
負
荷
量

図
6
の
主
成
分
負
荷
量
（
主
成
分
2
）
は
、「
就
業
体
験
志
向
」
イ
ン
タ
ー
ン
の
特
徴
に
対
す
る
因
子
別
寄
与
度
を
示
し
て
い
る
。

な
お
、
主
成
分
負
荷
量
（
主
成
分
2
）
の
「
就
業
体
験
志
向
」
イ
ン
タ
ー
ン
の
特
徴
に
対
す
る
因
子
別
負
荷
量
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、

符
号
を
変
え
て
検
証
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
符
号
を
変
え
た
解
釈
結
果
は
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
原
デ
ー
タ
に
基
づ
く
解
釈
や
我
々
の
大

学
観
光
学
部
な
ら
び
に
観
光
企
業
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
結
果
と
大
き
く
矛
盾
し
て
お
り
、
我
々
の
統
合
解
釈
に
到
底
な
じ
む
も
の
で
は

な
い
と
判
断
し
、
棄
却
し
た
。

図
6
に
よ
れ
ば
、「
就
業
体
験
志
向
」
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
も
っ
と
も
寄
与
度
の
高
い
因
子
は
、
実
習
時
に
「
社
員
の
業
務
に
同
行
」

す
る
こ
と
で
あ
る
。
次
い
で
「
就
職
希
望
業
種
業
務
」
で
の
実
習
、
以
下
順
に
、
実
習
効
果
に
よ
る
「
目
標
の
明
確
化
・
動
機
づ
け
」、

実
習
業
務
に
お
け
る
「
フ
ロ
ン
ト
接
客
業
務
」、「
社
員
と
同
じ
業
務
・
補
助
業
務
」、
実
習
が
「
必
修
」、「
交
通
費
」
支
給
、
実
習
効
果

と
し
て
の
「
働
く
意
義
の
実
感
」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、「
就
業
体
験
志
向
」
イ
ン
タ
ー
ン
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
ス
効
果
が
最
大
の
因
子
は
、
実
習
の
「
学
業
へ
の
動
機
づ
け
」
で
あ
り
、

次
い
で
実
習
に
お
け
る
「
見
学
・
追
従
」
を
見
出
す
場
合
、
さ
ら
に
実
習
「
期
間
」、「
実
習
先
へ
の
就
職
に
有
利
」
と
続
い
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
主
成
分
負
荷
量
2
の
「
就
業
体
験
志
向
」
イ
ン
タ
ー
ン
の
特
徴
は
、「
就
職
希
望
業
種
職
種
」
に
つ
い
て
、「
社
員
の
業
務

に
同
行
」
し
、「
フ
ロ
ン
ト
接
客
サ
ー
ビ
ス
」、「
社
員
と
同
じ
業
務
・
補
助
業
務
」
を
行
い
、「
目
標
の
明
確
化
・
動
機
づ
け
」
を
行
う
こ

と
を
通
し
て
、
観
光
業
に
お
け
る
就
業
体
験
を
す
る
た
め
の
寄
与
度
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
に
我
々
の
日
本
、
米
国
、
独
逸
に
お

け
る
学
生
や
観
光
業
へ
の
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
を
統
合
し
て
解
釈
す
れ
ば
、
主
成
分
負
荷
量
2
の
順
序
は
、
就
業
体
験

と
い
う
観
光
業
へ
の
就
職
を
前
提
に
し
た
就
職
ま
で
の
因
子
の
寄
与
度
を
示
し
、
主
成
分
1
の
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
と
い
う
就
職
後
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
〇
〇
五
）

の
キ
ャ
リ
ア
開
発
を
も
あ
る
程
度
視
野
に
入
れ
た
因
子
の
順

序
と
は
、
当
然
異
な
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
、
主
成
分
2
の
因
子
は
、
主
成

分
1
の
因
子
と
は
異
な
る
も
の
の
、
真
逆
に
対
立
す
る
因
子

の
順
序
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
実
習
「
期
間
」
は
、
就
職
の
た
め
の
修
業
体
験
を

目
的
と
す
る
学
生
に
と
っ
て
は
、
さ
し
た
る
意
味
は
な
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

次
に
、
日
米
独
三
か
国
の
観
光
学
生
に
つ
い
て
、
就
職
の

た
め
の
「
就
業
体
験
型
志
向
」
イ
ン
タ
ー
ン
度
の
状
況
を
原

デ
ー
タ
に
よ
り
比
較
し
て
み
る
。
ま
ず
主
成
分
2
に
最
も
貢

献
度
の
大
き
い
「
社
員
の
業
務
に
同
行
」
を
見
る
と
、
米
国

四
五
％
、
独
逸
一
四
％
、
日
本
一
〇
％
の
順
と
な
っ
て
お
り
、

米
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
に
よ
る
就
職
直
結
志
向
を
色
濃
く
反
映

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
就
職
の
た
め
の
イ
ン

タ
ー
ン
先
の
選
択
基
準
と
し
て
の
「
就
職
希
望
業
種
・
職

種
」
は
、
独
逸
八
八
％
に
つ
い
で
、
日
本
は
八
〇
％
と
高
水

図 7　観光インターン生の選択先における国際比較（％）
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
〇
六
）

準
で
あ
り
、
わ
が
国
の
イ
ン
タ
ー
ン
も
目
先
の
就
職
を
強
く
意
識
す
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
る

（
図
7
（
11
）

）。

2-

3
．
主
成
分
1
と
主
成
分
2
負
荷
量
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

主
成
分
1
の
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
度
負
荷
量
を
横
軸
に
、
主
成
分

2
の
就
職
の
た
め
の
「
修
業
体
験
志
向
」
度
負
荷
量
を
縦
軸
に
み
た
も
の

が
図
8
で
あ
る
。

第
Ⅰ
象
限
：「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
寄
与
度
が
プ
ラ
ス
大
、「
修
業
体

験
志
向
」
寄
与
度
を
プ
ラ
ス
大
と
し
、
両
成
分
が
高
い
領
域
で
あ
る
。

こ
れ
に
分
類
さ
れ
る
因
子
は
、「
必
修
」、「
経
営
企
画
広
報
人
事
」、

「
社
員
の
業
務
に
同
行
」、「
営
業
」、「
補
助
業
務
」、「
観
光
ホ
テ
ル
業
界

へ
の
就
職
」
の
有
利
性
な
ど
で
が
含
ま
れ
る
。

第
Ⅱ
象
限
：「
キ
ャ
リ
ア
志
向
」
効
果
が
マ
イ
ナ
ス
で
、「
就
業
体
験
志

向
」
効
果
が
プ
ラ
ス
に
属
す
る
領
域
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
実
習
効
果
に

よ
る
「
目
標
の
明
確
化
」、「
働
く
意
義
の
実
感
」
な
ど
の
ほ
か
、「
補
助

業
務
」、「
客
室
サ
ー
ビ
ス
」
等
の
実
習
業
務
因
子
が
含
ま
れ
る
。「
就
業

体
験
志
向
」
の
場
合
、
実
習
効
果
と
し
て
の
「
目
標
の
明
確
化
」、「
働
く

図 8　主成分 1負荷量と主成分 2負荷量のマトリックス

Ⅱ Ⅰ

Ⅲ Ⅳ
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
〇
〇
七
）

意
義
の
実
感
」
因
子
が
何
よ
り
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
観
光
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
が
イ
ン
タ
ー
ン
の
第
一
の
そ
し
て
す
べ
て

の
目
標
で
あ
り
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
な
ど
は
念
頭
に
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

第
Ⅲ
象
限
：「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
寄
与
で
マ
イ
ナ
ス
大
、
修
業
体
験
志
向
度
寄
与
が
マ
イ
ナ
ス
大
、
す
な
わ
ち
両
成
分
の
マ
イ
ナ

ス
が
大
き
い
領
域
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
実
習
へ
の
「
手
当
な
し
」、「
見
学
・
追
従
」
型
実
習
、「
学
業
へ
の
動
機
づ
け
」
因
子
が
含
ま

れ
る
だ
け
で
あ
り
、
因
子
の
数
自
体
が
少
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
マ
イ
ナ
ス
効
果
だ
け
を
持
つ
項
目
は
、
こ
う
し
た
因
子
の
み
で
あ
る

か
ら
、
こ
れ
ら
の
項
目
を
イ
ン
タ
ー
ン
実
施
時
の
目
的
、
形
態
、
効
果
と
し
て
考
慮
す
る
の
は
、
避
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
え
よ
う
。

第
Ⅳ
象
限
：「
キ
ャ
リ
ア
志
向
」
効
果
が
プ
ラ
ス
で
か
つ
「
就
業
体
験
志
向
」
が
マ
イ
ナ
ス
効
果
に
属
す
る
領
域
で
あ
る
。
こ
の
領
域

に
含
ま
れ
る
項
目
因
子
に
は
、
実
習
「
期
間
」、「
手
当
・
賃
金
」
の
支
給
、「
専
攻
関
連
業
種
」
就
職
が
あ
る
。「
キ
ャ
リ
ア
志
向
」
効
果

が
プ
ラ
ス
で
か
つ
「
就
業
体
験
志
向
」
マ
イ
ナ
ス
効
果
に
、
作
用
す
る
の
は
、
特
に
実
習
「
期
間
」
の
長
さ
で
あ
り
、
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
評
価
す
る
「
手
当
・
賃
金
」
の
支
給
で
あ
る
。

3
． 

主
成
分
得
点
に
よ
る
三
か
国
観
光
系
学
生
の
国
際
比
較

3-

1
．
主
成
分
得
点
に
よ
る
日
独
観
光
系
学
生
の
国
際
比
較

次
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
個
票
の
主
成
分
得
点
を
、
横
軸
に
主
成
分
1
、
縦
軸
に
主
成
分
2
を
と
る
ク
ロ
ス
図
を
つ
く
り
、
日
独
観
光
系
学

生
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
国
際
比
較
に
よ
る
タ
イ
プ
分
け
を
行
っ
た
の
も
の
が
図
9
で
あ
る
。

図
9
、
図
10
に
お
い
て
、
右
上
第
Ⅰ
象
限
の
1-

8
番
の
グ
ル
ー
プ
は
独
逸
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
群
、
左
上
第
Ⅱ
象
限
の
グ
ル
ー
プ

の
9-

28
番
は
、
日
本
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
群
、
中
央
下
第
Ⅳ
象
限
の
29-
57
番
の
グ
ル
ー
プ
は
米
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
群
で
あ
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
〇
八
）

る
。
3
グ
ル
ー
プ
の
観
光
系
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
そ
れ
ぞ
れ
特
質
を
も
っ
て
、
分
類
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
1
）　

1-

8
番
の
グ
ル
ー
プ
の
独
逸
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
は
、
多
変
量
解
析
に
よ
れ
ば
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」、「
就
業
体
験
志

向
」
と
も
に
最
も
高
い
値
を
計
測
さ
れ
る
。
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」、「
就
業
体
験
志
向
」
の
両
方
を
充
足
す
る
手

段
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
結
果
的
に
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
会
得
の
た
め
の
重
要
な
手
段
と
考
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

（
2
）　

次
に
9-

28
番
グ
ル
ー
プ
の
日
本
の
観
光
系
学
生
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
「
就
業
体
験
志
向
」
の
手
段
と
し
て
の
み
評
価
し
、

「
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
効
果
を
全
く
意
識
し
な
い
。
こ
れ
は
、
前
に
み
た
通
り
、
わ
が
国
で
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
が
短
期
の
補
助
的
業
務

に
お
け
る
実
習
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
観
光
企
業
が
採
用
時
や
採
用
後
に
そ
れ
を
さ
し
て
評
価
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
で
あ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
本
邦
の
観
光
企
業
に
お
い
て
も
、
少
数
で
は
あ
る
が
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
導
入
し
、
採
用
時
に
そ
の
実
習
成
績
を
評
価
す

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
3
）　

29
番
以
降
の
米
国
の
観
光
系
学
生
は
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
就
職
の
た
め
の
必
須
事
項
で
あ
り
、
か
つ
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
の
一
端

と
し
て
と
ら
え
る
傾
向
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

3-

2
．
主
成
分
別
得
点
に
よ
る
日
独
観
光
系
学
生
の
属
性
別
重
心
の
国
際
比
較

（
1
）　
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
イ
ン
タ
ー
ン
志
向
度
の
国
際
比
較

図
11
は
、
主
成
分
1
に
よ
る
属
性
別
得
点
に
基
づ
き
日
独
観
光
系
学
生
を
比
較
す
る
。
図
11
に
お
い
て
、
1
で
示
さ
れ
る
の
は
「
キ
ャ

リ
ア
開
発
」
型
イ
ン
タ
ー
ン
の
傾
向
が
強
い
独
逸
で
あ
る
。
2
の
日
本
は
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
型
イ
ン
タ
ー
ン
傾
向
の
重
心
は
マ
イ
ナ
ス

で
あ
る
。
3
の
米
国
は
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
」
型
イ
ン
タ
ー
ン
傾
向
に
つ
い
て
は
、
ト
ー
タ
ル
と
し
て
は
わ
ず
か
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
に
す
ぎ

八
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
〇
〇
九
）

図 9　主成分 1と主成分 2による観光系学生の国際比較タイプ分け

Ⅱ Ⅰ

ⅣⅢ

（注） 　番号は観光インターン生の国別の個票を示す。1 - 8は独逸の観光インターン
生、9 - 28は日本の観光インターン生、29 - 57は米国の観光インターン生である。

図10　図 9の主成分得点によるマトリックス図に示される
国際比較グループのタイプ分け

図11　主成分 1「キャリア開発志向」グループの属性別重心

　　　 1：独逸、 3：米国、 2：日本八
五
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（
一
〇
一
〇
）

な
い
。

（
2
）　

主
成
分
2
「
就
業
体
験
」
イ
ン
タ
ー
ン

志
向
度
の
国
際
比
較

主
成
分
2
に
よ
る
属
性
別
得
点
に
よ
る
日
独
観

光
系
学
生
を
比
較
す
る
と
、「
就
業
体
験
」
志
向

イ
ン
タ
ー
ン
傾
向
が
強
い
の
は
、
1
の
独
逸
と
2

の
日
本
で
あ
り
、
3
の
米
国
は
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、

独
・
日
と
対
照
的
で
あ
る
（
図
12
）。

三
か
国
観
光
系
学
生
の
属
性
別
重
心
を
よ
り
明

確
に
す
る
た
め
に
、
主
成
分
1
と
主
成
分
2
を
マ

ト
リ
ッ
ク
ス
と
し
て
、
分
類
す
る
と
図
12
の
よ
う

に
な
る
。

図
13
で
横
軸
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
を
示
し
、

右
に
な
る
ほ
ど
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
が
高
く
、
左

に
い
く
ほ
ど
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
が
低
い
こ
と
を

示
す
。
一
方
、
縦
軸
は
就
業
体
験
志
向
を
示
し
、

上
ほ
ど
就
業
体
験
志
向
を
示
し
、
下
に
な
る
ほ
ど

図12　主成分 2「就業体験志向型」のグループ

　　　 1：独逸、 2：日本、 3：米国

図13　主成分 1、主成分 2による観光インターン生の国別位置

主成分 2

主成分 1

属性別重心

日本 独逸

米国

Ⅰ

Ⅲ Ⅳ

Ⅱ

-2.0 -1.0 0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

3.0

2.0

1.0

0.0

-1.0

-2.0

2
1

キャリア開発志向

就
業
体
験
志
向
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
〇
一
一
）

就
業
体
験
志
向
の
低
さ
を
示
す
。

図
13
は
図
9
を
単
純
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
特
徴
を
総
括
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

1
グ
ル
ー
プ
の
独
逸
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
は
「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」、「
就
業
体
験
志
向
」
と
も
極
め
て
高
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
2
グ
ル
ー
プ
は
日
本
で
あ
り
、「
就
業
体
験
志
向
」
は
き
わ
め
て
高
い
も
の
の
、「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
は
き
わ
め
て
低
い
こ

と
が
わ
か
る
。

一
方
、
3
グ
ル
ー
プ
は
、
米
国
で
、「
キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
」
は
若
干
の
プ
ラ
ス
で
あ
る
が
、「
就
業
体
験
志
向
」
で
は
マ
イ
ナ
ス
と
い

う
特
徴
が
あ
る
。

以
上
か
ら
次
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。
①
日
本
の
観
光
系
学
生
は
イ
ン
タ
ー
ン
を
単
な
る
選
択
制
の
就
業
体
験
と
と
ら
え
て
い
る
の
で
、

そ
の
実
習
も
短
期
の
補
助
業
務
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
②
し
か
し
、
米
国
の
場
合
、
観
光
系
学
生
に
と
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
は
就
職
の
前

提
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
、
就
職
後
た
だ
ち
に
下
級
管
理
者
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
う
に
必
要
な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
修
得
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
経
営
管
理
部
門
で
の
実
習
が
必
須
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
長
期
必
修
の
イ
ン
タ
ー
ン
と

な
り
、
観
光
企
業
か
ら
は
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
環
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
③
独
逸
の
観
光
系
学
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
は
、
キ
ャ
リ
ア

開
発
志
向
、
就
業
体
験
志
向
と
も
き
わ
め
て
高
く
、
長
期
必
修
で
あ
り
、
実
習
期
間
中
に
財
務
会
計
を
学
ぶ
な
ど
経
営
管
理
を
含
め
た
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
修
得
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

3-

3
．
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
国
際
比
較
仮
説
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
研
究
の
統
合
結
果
を
多
変
量

解
析
の
側
面
か
ら
検
証

わ
れ
わ
れ
は
、
日
米
独
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
大
学
観
光
学
部
へ
の
半
構
造
化
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
観
光
系
学
生
へ
の
ア
ン

八
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年
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月
）

（
一
〇
一
二
）

ケ
ー
ト
調
査
、
日
独
英
の
観
光
企
業
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
こ
れ
ら
を
統
合
解
析
し
、
次
の
よ
う
な
仮
説
の
検
証
結
果
を
得

た
。
そ
の
統
合
解
釈
を
も
と
に
、
作
成
し
た
の
が
、
図
14
の
観
光
企
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
と
学
卒
採
用
の
タ
イ
プ
別
国
際
比
較
モ
デ

ル
（
12
）

で
あ
る
。

米
国
で
は
、
観
光
企
業
へ
の
新
卒
就
職
者
は
イ
ン
タ
ー
ン
が
必
修
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
よ
う
に
新
卒
採
用
者
に
占
め
る

自
社
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
比
率
が
ゼ
ロ
と
す
る
企
業
の
割
合
が
六
五
％
に
達
す
る
こ
と
は
な
く
、
観
光
企
業
で
は
自
社
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
当

然
に
採
用
さ
れ
て
い
る
（
図
15
）。
ま
た
、
観
光
企
業
は
採
用
時
に
自
社
イ
ン
タ
ー
ン
を
必
ず
課
し
て
、
顕
在
能
力
、
即
戦
力
が
あ
る
か

ど
う
か
を
見
る
こ
と
を
建
前
と
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
二
〇
一
四
年
、D

ouble T
ree by H

ilton, H
ilton A

naheim

の
採
用
担
当
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
の
コ
メ
ン
ト
な
ど
）。

わ
れ
わ
れ
の
基
本
的
な
仮
説
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
つ
い
て
、
欧
米
の
観
光
企
業
や
大
学
観
光
系
学
部
で
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
の
一
環

と
し
て
と
ら
え
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
で
は
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
就
業
体
験
）
と
し
て
と
ら
え
る
た
め
、
こ
れ
が
彼
我
の
就
職
決
定

力
の
差
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
と
そ
の
検
証
で
あ
る
。
こ
の
仮
説
の
設
定
と
そ
の
検
証
過
程
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に

関
す
る
国
際
比
較
仮
説
に
つ
い
て
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
先
行
研
究
と
の
統
合
解
釈
を
、
さ
ら
に
多
変
量
解
析
の
側
面
か
ら

検
証
し
、
そ
の
妥
当
性
を
多
変
量
解
析
に
よ
り
定
量
的
に
裏
づ
け
る
と
い
う
研
究
順
序
と
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
回
我
々
は
、
初
め
て
、

定
量
的
に
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
国
際
比
較
に
お
け
る
仮
説
の
妥
当
性
を
、
次
に
示
す
通
り
、
お
お
む
ね
検
証
す
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
す
な
わ
ち
、
多
変
量
解
析
に
よ
る
χ
二
乗
検
定
、
ク
ラ
メ
ー
ル
連
関
計
数
は
、
我
々
の
仮
説
検
証
が
有
意
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
主
成
分
分
析
の
結
果
は
、
わ
れ
わ
れ
の
仮
説
と
そ
の
上
記
検
証
結
果
の
統
計
的
解
釈
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ

れ
の
仮
説
の
妥
当
性
を
傍
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

八
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
〇
一
三
）

図14　観光企業におけるインターンと学卒採用のタイプ別国際比較モデル

（注） 　①長期インターンと短期インターンの国別区分については、本論の「図

3　観光インターンの期間の国際比較」を参照することにより、わが国の

観光インターンが短期・選択で、欧米が長期・必修であることがわかる。

より詳しくは、太田和男（2014） 「観光インターンシップにおけるキャリア

開発効果の国際比較」『日本大学法学会』、第50巻第 4号、12 - 13頁、7 - 9

頁。太田和男（2015） 「観光インターンシップがキャリア形成に与える効果

と関連課題の国際比較─日米独観光系学生のアンケート・インタビューな

どから」『政経研究』日本大学法学会、第51巻第 4号、100 - 102頁。

図15　新卒採用者に占める自社観光インターン生の割合
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〇
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年
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月
）

（
一
〇
一
四
）

し
か
し
、
主
成
分
分
析
の
結
果
は
、
就
業
体
験
型
イ
ン
タ
ー
ン
の
日
本
に
対
し
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
の
米
独
と
い
う
構
図

を
さ
ら
に
細
分
化
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
改
め
て
示
し
た
。
そ
れ
は
、
米
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
で
は
就
業
体
験
志
向
は
な
く

キ
ャ
リ
ア
開
発
志
向
色
だ
け
で
あ
る
の
に
対
し
、
独
逸
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
と
就
業
体
験
の
両
方
に
き
わ
め
て
高
い
数

値
を
示
し
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
の
短
期
選
択
型
の
イ
ン
タ
ー
ン
と
観
光
専
門
科
目
の
組
み
合
わ
せ

に
よ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
は
質
的
に
著
し
く
異
な
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

3-

4
．
生
産
性
向
上
を
意
識
し
た
秀
逸
な
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
導
入
へ

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
の
採
用
後
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
の
制
約
上
、
主
成
分
分
析
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
そ
の
原
デ
ー
タ
に
よ
る
比
較
も
、
日
米
に
限
定
さ
れ
て
い
る
（
図
16
）。
し
か
し
、
日
米
に
つ
い
て
み
る
と
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン

生
の
採
用
後
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
企
業
評
価
が
、「
か
な
り
す
ぐ
れ
て
い
る
」
と
さ
れ
る
の
は
、
米
国
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
観
光
実
習

経
験
者
で
五
割
に
達
し
て
い
る
が
、
我
が
国
は
皆
無
で
あ
る
（
図
16
）。
こ
う
し
た
、
日
米
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
就
職
後
の
隔
絶
し
た

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
格
差
を
う
む
要
因
の
一
つ
と
し
て
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
含
め
た
観
光
教
育
に
お
け
る
日
米
の
取
り
組
み
の
差
が
あ

げ
ら
れ
る
。
観
光
業
の
生
産
性
格
差
は
、
労
働
、
資
本
の
質
と
量
、
そ
の
組
み
合
わ
せ
の
た
め
の
知
識
・
技
術
・
情
報
格
差
か
ら
生
じ
る
。

し
た
が
っ
て
、
観
光
業
の
生
産
性
格
差
を
測
る
に
は
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
含
め
た
観
光
教
育
に
お
け
る
日
米
の
取
り
組
み
と
い
う
労
働

の
質
的
・
量
的
改
善
の
貢
献
度
を
測
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
実
際
に
は
、
観
光
サ
ー
ビ
ス
業
の
生
産
性
を
把
握
す
る
た
め
の

統
計
整
備
が
遅
れ
て
お
り
、
当
該
分
野
の
日
米
独
の
比
較
は
現
状
で
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
の
採
用
後
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
差
が
、
日
米
の
観
光
業
の
生
産
性
に
強
く
反
映
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
上
記
の
通
り
、
生
産
性
格
差
に
労
働
の
質
量
が
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
か
ら
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
観
光
業
に
お
け
る

九
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光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）
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〇
一
五
）

サ
ー
ビ
ス
が
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
「
お
も
て
な
し
」
の
量
と

質
と
が
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
者
の
採
用
後
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
っ
て
も

左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
近
年
、
中
国
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
諸
国
の
所
得
が
増
加
を
続

け
て
て
い
る
こ
と
や
円
安
に
よ
り
わ
が
国
へ
の
観
光
客
、
い
わ
ゆ
る
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
観
光
客
が
急
増
し
て
い
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
ン
の
形
態
に
伴
う
生
産
性
格

差
は
表
面
化
し
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
秀
逸
な
観

光
イ
ン
タ
ー
ン
の
モ
デ
ル
は
、
観
光
業
が
直
面
し
つ
つ
あ
る
急
速
な
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
中
で
、
そ
の
観
光
業
の
生
産
性
に
及
ぼ
す
効
果
に
焦
点
を
あ
て
て
議
論

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
（
13
）

。

観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
関
す
る
我
々
の
仮
説
は
、
①
独
逸
、
米
国
は
「
キ
ャ
リ

ア
開
発
型
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
日
本
は
「
就
業
体
験
型
」
で
あ
る
こ
と
と
、

②
そ
れ
は
米
独
に
お
け
る
「
長
期
・
必
修
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
業
務
実
習
」
に
対
し
、
日
本
「
短
期
・
選
択
・
単
純
補
助
・
見
習
い
業
務
実

習
」
で
あ
り
、
③
そ
の
結
果
、
観
光
業
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
経
験
者

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
、
独
米
で
は
日
本
よ
り
圧
倒
的
に
高
く
、
④
こ
れ
が
、

日
本
の
観
光
業
の
相
対
的
低
生
産
性
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
と
す
る

図16　日米のホテルインターン修了者の就職後のパフォーマンス比較

出所： 太田和男「観光インターンシップにおけるキャリア開発効果の国際比較」、
『政経研究』第50巻第 4号、日本大学法学会、16 - 17頁

（注）　米国のホテル及び日本のホテルへのアンケートによる。
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
一
六
）

も
の
で
あ
る
。

こ
の
仮
説
に
つ
い
て
は
、
太
田
（
二
〇
一
四
、
二
〇
一
五
年
論
文
（
14
）

）
な
ら
び
に
本

論
文
に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
、
先
行
研
究
を
統
合

し
て
、
検
証
し
、
お
お
む
ね
そ
の
妥
当
性
を
検
証
し
て
き
て
い
た
。
本
研
究
は
そ

の
説
明
力
を
、
多
変
量
解
析
に
よ
り
、
さ
ら
に
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、

そ
の
目
的
は
お
お
む
ね
達
成
さ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
独
逸
の
サ
ン
プ
ル

数
が
少
な
い
こ
と
、
独
逸
の
観
光
業
学
生
の
高
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
高
生
産
性
を

立
証
す
る
統
計
に
欠
け
て
い
る
こ
と
、
日
米
独
の
観
光
統
計
の
整
備
の
遅
れ
に
よ

る
説
明
力
不
足
は
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
の
、
デ
ー
タ
入

手
に
よ
る
統
計
分
析
に
つ
い
て
は
他
日
に
期
し
た
い
。

以
上
の
仮
説
検
証
過
程
か
ら
導
か
れ
る
の
は
、「
わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
、
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
結
論
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
て
、
我
が
国

観
光
産
業
が
生
産
性
を
あ
げ
る
た
め
に
は
、
人
材
面
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
在
学
時
に
身
に
着
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
を
採
用
し
つ

つ
イ
ン
タ
ー
ン
を
長
期
・
必
修
化
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
経
験
学
生
の
意
識
は
ど
う
か
。
図
17
に

図17　わが国の観光インターン生に対し、「長期インターンは短期の複数回実習
よりも有効と考えるか」とする質問への回答

九
二



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
〇
一
七
）

見
る
通
り
、
わ
が
国
の
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
場
合
、「
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
は
短
期
の
複
数
回
実
習
よ
り
も
有
効
と
考
え
る
か
」
と
の
質

問
に
対
し
、「
か
な
り
そ
う
思
う
」
と
「
そ
う
思
う
」
が
合
わ
せ
て
八
割
弱
に
達
し
て
い
る
。
わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
は
、
暗
黙
知

に
よ
る
観
光
業
務
習
得
に
は
、
短
期
か
つ
多
様
な
業
種
企
業
に
お
け
る
実
習
よ
り
は
、
長
期
実
習
の
ほ
う
が
効
果
が
あ
る
と
判
断
し
て
い

る
。
わ
が
国
学
生
の
長
期
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
高
評
価
は
、
学
生
側
に
生
産
性
向
上
に
貢
献
す
る
長
期
必
修
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
の
秀
逸
な
観

光
イ
ン
タ
ー
ン
へ
の
潜
在
的
ニ
ー
ズ
が
大
き
い
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

秀
逸
な
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
を
考
慮
す
る
際
に
、
根
底
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
な
い
の
は
、
わ
が
国
観
光
企
業
の
生
産
性
向
上
に
よ

る
欧
米
観
光
企
業
と
の
格
差
縮
小
で
あ
る
。
生
産
性
向
上
は
、
そ
の
規
定
要
素
で
あ
る
「
資
本
」、「
労
働
」、「
そ
の
組
み
合
わ
せ
技
術
」

に
お
け
る
質
的
改
善
と
量
的
増
加
を
意
味
す
る
。「
資
本
」、「
労
働
」
の
量
的
質
的
向
上
は
、
具
体
的
に
は
、「
企
業
の
収
益
力
向
上
」、

「
従
業
員
の
賃
金
上
昇
」
を
意
味
す
る
。
わ
が
国
観
光
企
業
の
生
産
性
上
昇
率
が
、
欧
米
の
そ
れ
を
上
回
る
結
果
を
示
す
と
き
に
、
観
光

産
業
に
お
け
る
、
我
が
国
と
欧
米
と
の
格
差
縮
小
が
お
き
る
素
地
が
整
う
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
要
請
さ
れ
る
わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
の
長
期
必
修
・
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
へ
の
シ
フ
ト
は
、
観
光
業
界
に
お
い
て

は
中
間
管
理
層
の
不
足
、
大
学
に
お
い
て
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
制
約
な
ど
実
習
指
導
面
で
の
隘
路
が
あ
り
、
容
易
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
長
期
必
修
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
か
つ
海
外
イ
ン
タ
ー
ン
を
含
む
秀
逸
な
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
実
現
に
は
、
こ
う
し
た
実
習
指
導
面
で
の
隘

路
を
ク
リ
ア
す
る
た
め
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
推
進
機
関
や
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
設

置
の
ほ
か
、
既
往
の
推
進
組
織
体
活
動
の
活
発
化
を
は
か
る
た
め
、
観
光
企
業
、
大
学
な
ど
教
育
機
関
、
推
進
機
関
間
の
連
携
促
進
が
要

請
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
急
速
に
進
行
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
国
際
競
争
の
激
化
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
急
増
と
い
う
市
場
急
成

長
の
中
で
、
わ
が
国
観
光
企
業
の
生
産
性
向
上
の
た
め
に
、
観
光
企
業
、
大
学
、
推
進
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
如
何
に
取
り
組
む
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政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
一
八
）

の
か
そ
の
対
応
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

【
謝
辞
】本

研
究
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
課
題
番
号23531021

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

【
注
】（
引
用
文
献
）

（
1
）  

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
課
題
番
号23531021

の
テ
ー
マ
は
、「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
お
よ
ぼ
す
効
果
」。
本
研
究
は
、
①
研

究
代
表
者
・
企
画
・
統
合
解
釈
・
日
米
担
当
：
太
田
和
男
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）、
②
研
究
分
担
者
・
日
米
担
当
：
那
須
幸
雄
（
文
教
大
学
）、
研
究

分
担
者
・
独
英
担
当
：
千
葉
隆
一
（
文
京
学
院
大
学
）、
研
究
分
担
者
・
経
営
品
質
・
日
本
担
当
：
渡
辺
昇
（
武
蔵
野
学
院
大
学
）
の
共
同
研
究
に

よ
り
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
研
究
期
間
は
平
成
二
三
年
度
〜
二
六
年
度
（
二
〇
一
一
年
度
〜
二
〇
一
四
年
度
）。

（
2
） 

①
太
田
和
男
・
渡
辺
昇
（
二
〇
一
五
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
経
営
品
質
」『
武
蔵
野
学
院
大
学
日
本
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
一
二

巻
、
三
八
三
│
三
八
七
頁
。

②
太
田
和
男
（
二
〇
一
五
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
│
日
米
独
観
光
系
学
生
の

ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か
ら
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
第
五
一
巻
第
四
号
、
九
一
│
一
五
二
頁
。

③
太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
第

五
〇
巻
第
四
号
、
一
│
三
三
頁
。

（
3
） 

①
太
田
和
男
、
那
須
幸
雄
は
、
二
〇
一
一
年
九
月
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
フ
ロ
リ
ダ
大
学
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
大
学
、
二
〇
一
二
年

八
月
ハ
ワ
イ
大
学
、
二
〇
一
三
年
ネ
バ
ダ
大
学
の
各
観
光
系
学
部
を
訪
問
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
担
当
教
職
員
、
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
千

葉
隆
一
は
二
一
〇
一
三
年
九
月
に
英
国
・
ド
イ
ツ
の
ホ
テ
ル
な
ど
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。（
ち
な
み
に
、
米
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
訪
問
大

学
の
詳
細
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①U

niversity of C
entral F

lorida, R
osen C

ollege of H
ospitality M

anagem
ent. 

②C
ornell U

niversity, 

S
chool of H

otel A
dm
inistration.　

③U
niversity of H

ouston, C
onrad N

. H
ilton C

ollege of H
otel  and R

estaurant M
anagem

ent. 

九
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観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
〇
一
九
）

④U
niversity of H

aw
aii M

anoa, S
chool of T

ravel Indsutry M
anagem

ent. 

④ M
anagem

ent.

⑤U
niversity of N

evada, L
as V

egas, 

W
illiam

 F
. H
arrah C

ollege of H
otel A

dm
inistration.

ま
た
、
米
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
訪
問
先
の
ホ
テ
ル
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①T

he C
osm
opolitan of L

as V
egas.　

②D
ouble T

ree 

by H
ilton, 

③H
ilton A

naheim
.

）

②
太
田
和
男
、
那
須
幸
雄
は
、
二
〇
一
二
年
四
月
、
二
〇
一
三
年
二
月
、
日
本
の
ホ
テ
ル
三
〇
五
件
、
米
国
ホ
テ
ル
二
七
七
件
に
対
し
て
、
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。
回
答
は
日
本
四
九
件
、
米
国
二
〇
件
で
あ
っ
た
。

③
千
葉
隆
一
は
、
二
〇
一
二
〜
二
〇
一
三
年
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
ド
イ
ツ
の
①B

est S
abel H

ochschule B
erlin　

私
立
を
含
む
五
大
学
、

A
dron B

erlin

を
含
む
一
〇
ホ
テ
ル
、
英
国
の
二
ホ
テ
ル
、
英
独
の
二
航
空
会
社
、
英
独
の
三
旅
行
社
に
実
施
し
た
。

⑥
渡
辺
昇
、
太
田
和
男
は
。
二
〇
一
四
年
Ａ
Ｎ
Ａ
成
田
エ
ア
ポ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
を
訪
問
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生
受
け
入
れ
・
採
用
に
関

す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。

⑦
那
須
幸
雄
、
太
田
和
男
、
千
葉
隆
一
、
渡
辺
昇
は
、
二
〇
一
一
│
二
〇
一
四
年
に
、
わ
が
国
大
学
に
お
け
る
観
光
学
部
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
生

を
送
り
出
し
て
い
る
学
部
を
訪
問
し
、
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。

（
4
） 

「
欧
米
の
キ
ャ
リ
ア
開
発
型
イ
ン
タ
ー
ン
」
の
出
所
に
つ
い
て
は
、
太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア

開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
日
本
大
学
法
学
会
』、
第
五
〇
巻
第
四
号
、
一
二
│
一
三
頁
。

（
5
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
五
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
│
日
米
独
観
光
系
学
生
の

ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か
ら
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
第
五
一
巻
第
四
号
、
一
〇
〇
│
一
〇
三
頁
。

（
6
）  

原　

忠
之
（
二
〇
〇
八
）「
わ
が
国
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
方
向
性
検
討
へ
の
議
論
」、
月
刊
ホ
テ
ル
旅
館
45
⑶
（
通
号
五
三
九
）、

柴
田
書
店
、
七
二
│
七
一
頁
。
ち
な
み
に
、
原　

忠
之　

セ
ン
ト
ラ
ル
フ
ロ
リ
ダ
大
学
ロ
ー
ゼ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
経
営
学
部
副
学
部
長
・
准
教

授
・
博
士
（
二
〇
一
一
）
か
ら
は
「
米
国
の
大
学
・
ホ
テ
ル
企
業
に
於
け
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
係
る
調
査
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
に
つ
い
て
」

で
の
コ
メ
ン
ト
を
お
送
り
い
た
だ
い
た
ほ
か
、
本
調
査
に
つ
い
て
は
、
多
大
の
御
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

（
7
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
五
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
│
日
米
独
観
光
系
学
生
の

九
五



政
経
研
究　

第
五
十
二
巻
第
四
号
（
二
〇
一
六
年
三
月
）

（
一
〇
二
〇
）

ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か
ら
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
第
五
一
巻
第
四
号
一
〇
三
│
一
〇
五
頁
。

（
8
） 

「
暗
黙
知
」（tacit know

ledge

・
タ
シ
ッ
ト
・
ナ
レ
ッ
ジ
）
は
、
元
来
、
欧
米
の
産
業
・
企
業
経
営
に
お
け
る
論
文
に
広
く
用
い
ら
れ
て
き
た

概
念
で
、「
記
録
さ
れ
た
文
書
や
書
籍
に
よ
ら
な
い
で
、
視
聴
覚
を
通
し
て
伝
承
さ
れ
る
知
識
・
技
術
」
で
あ
る
。「
形
式
知
」（explicit 

know
ledge ; cogifi ed know

ledge

）
は
、
文
章
や
、
数
式
、
図
表
な
ど
に
よ
っ
て
表
現
、
説
明
で
き
る
知
識
・
技
術
の
こ
と
で
あ
る
。
明
示
的
知

識
と
も
よ
ば
れ
る
。
経
営
学
者
・
野
中
郁
次
郎
が
知
識
創
造
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
、
暗
黙
知
の
対
象
概
念
と
し
て
導
入
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ン
の

機
能
は
、「
形
式
知
」
の
伝
達
に
よ
る
座
学
と
異
な
り
こ
の
「
暗
黙
知
」
の
伝
達
・
継
承
に
あ
る
。

（
9
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
五
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
│
日
米
独
観
光
系
学
生
の

ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か
ら
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
第
五
一
巻
第
四
号
、
九
六
│
一
〇
〇
頁
。「
暗
黙
知
」（tacit 

know
ledge

・
タ
シ
ッ
ト
・
ナ
レ
ッ
ジ
）
に
つ
い
て
は
、
注
7
参
照
。

（
10
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
五
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
│
日
米
独
観
光
系
学
生
の

ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か
ら
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
第
五
一
巻
第
四
号
、
一
〇
五
│
一
〇
六
頁
。

（
11
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
五
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
与
え
る
効
果
と
関
連
課
題
の
国
際
比
較
│
日
米
独
観
光
系
学
生
の

ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
か
ら
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
第
五
一
巻
第
四
号
、
一
四
〇
│
一
四
一
頁
、「
…
中
略
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
わ
が
国
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
実
習
生
の
観
光
系
企
業
へ
の
就
職
志
向
は
独
逸
な
み
に
き
わ
め
て
高
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
を
就
職
に
結
び
つ
く

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
強
く
要
望
し
て
い
る
（
図
16
）。
後
略
。

（
12
） 

太
田
和
男
（
二
〇
一
四
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
開
発
効
果
の
国
際
比
較
」『
政
経
研
究
』
日
本
大
学
法
学
会
、
第

五
〇
巻
、
第
四
号
第
五
〇
巻
四
号
、
一
八
頁
。

（
13
）  

財
団
法
人 

社
会
経
済
生
産
性
本
部
と 

サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協
議
会
（
二
〇
〇
九
）「
同
一
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
品
質
水
準
の
違
い
に

関
す
る
日
米
比
較
調
査
」
で
は
、
日
本
の
中
高
級
ホ
テ
ル
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
米
国
人
か
ら
見
て
も
日
本
人
か
ら
見
て
も
、
日
本
の
方
が
若
干
サ
ー
ビ

ス
の
質
が
高
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
調
査
は
、
代
表
的
な
二
〇
種
類
の
サ
ー
ビ
ス
を
対
象
に
、
品
質
や
価
格
に
つ
い
て
、
日
米

の
ど
ち
ら
が
、
ど
の
程
度
高
い
と
感
じ
て
い
る
か
、
日
米
両
国
に
滞
在
経
験
の
あ
る
日
本
人
・
米
国
人
そ
れ
ぞ
れ
に
定
量
的
評
価
を
求
め
た
も
の
で
、

九
六



観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
国
際
比
較
（
太
田
）

（
一
〇
二
一
）

過
去
に
類
例
を
見
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
調
査
で
あ
る
。

②
奥
谷 

啓
介
（
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
＆
プ
ラ
ザ
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
等
に
勤
務
後
、
ホ
テ
ル
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）
は
、
ホ
テ
ル
の
生
産
性
で
は
、
巨
大
な
チ
ェ
ー
ン
店
経
営
方
式
の
米
欧
が
日
本
の
そ
れ
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
事
実
を
、「
私
が
見

た
ア
メ
リ
カ
の
ホ
テ
ル
」（
ア
ッ
プ
ル
ワ
ー
ル
ド
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。「
米
国
の
ホ
テ
ル
で
一
万
円
儲
か
る
こ
と
が
、
日
本

の
ホ
テ
ル
で
は
三
、七
八
〇
円
し
か
儲
か
ら
な
い
と
い
う
数
字
を
世
界
経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
調
査
報
告
が
出
し
て
い
る
。
日
本
の

労
働
生
産
性
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
参
加
三
三
カ
国
中
、
と
て
も
低
い
水
準
に
あ
る
。
生
産
性
が
低
け
れ
ば
、
給
与
は
低
く
、
長
時
間
労
働
と
な
る
こ
と
は
避

け
ら
れ
な
い
。
…
中
略
…
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
労
働
生
産
性
が
低
い
の
か
？
そ
れ
は
日
本
特
有
の
「
お
も
て
な
し
文
化
」
に
深
く
関
係
し
て
い
る
。
お

客
様
の
こ
と
を
最
優
先
し
て
考
え
る
と
い
う
姿
勢
が
生
産
性
を
上
げ
る
ネ
ッ
ク
に
な
る
。
ホ
テ
ル
で
最
も
大
き
な
経
費
は
人
件
費
。
利
益
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
ス
タ
ッ
フ
の
時
間
は
お
金
と
い
う
意
識
を
強
く
持
つ
こ
と
が
必
要
。
だ
が
、
ゲ
ス
ト
か
ら
苦
情
が
あ
が
れ
ば
、
た
と
え
そ
れ
が
理
不
尽

な
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
時
間
を
か
け
て
付
き
合
う
。
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
、
朝
食
に
は
一
〇
人
の
ゲ
ス
ト
に
つ
き
一
人
の

ウ
エ
イ
タ
ー
＆
ウ
エ
イ
ト
レ
ス
を
配
置
す
る
。
ア
メ
リ
カ
な
ら
ば
、
理
不
尽
な
要
求
に
は
付
き
合
わ
ず
、
朝
食
に
は
一
五
人
の
ゲ
ス
ト
に
つ
き
一
人

し
か
置
か
な
い
。」

出
所
：http://applew

orld.com
/apl/concierge/hotel_in_usa/1182446_196505.htm

l

、
二
〇
一
六
年
二
月
一
四
日
。

（
14
） 

①
太
田
和
男
（
二
〇
一
四
、
二
〇
一
五
）「
同
上
論
文
」。
②
太
田
和
男
・
渡
辺　

昇
（
二
〇
一
五
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
経
営
品
質
」

『
武
蔵
野
学
院
大
学
日
本
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
第
一
二
巻
、
三
八
三
│
三
八
七
頁
。
②
「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
キ
ャ
リ
ア
形
成
に
及
ぼ

す
効
果
」『
武
蔵
野
学
院
大
学
日
本
総
合
研
究
所
研
究
紀
要
』
11
、
四
五
三
│
四
五
八
頁
。
③
太
田
和
男
（
二
〇
一
三
）「
観
光
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

と
就
職
」『
帝
京
平
成
大
学
紀
要
』
第
二
四
巻
⑵
、
三
三
五
│
三
四
五
頁
。
④
太
田
和
男
（
二
〇
一
二
）「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
│

観
光
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
課
程
に
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
必
要
か
」『
帝
京
平
成
大
学
紀
要
』
第
二
三
巻
⑵
、
四
四
五
│
四
五
四
頁
。

九
七
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